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平成２２年度 第1回 災害対策等緊急事業推進費の執行について 

 

 

 

平成２２年に発生した豪雨や崖崩れ等の災害を受けた地域、及び海上交通に係る重大

な事故が発生した箇所において、災害対策等緊急事業推進費※を執行して再度災害防止及

び事故再発防止のための事業（１０件）を緊急に立ち上げ実施します。 

 
 
※ 災害対策等緊急事業推進費は、住民の安全・安心の確保に資することを目的とし、洪水・豪雨・高潮・

地震・津波・地すべり・崖崩れ等の自然現象による災害を受けた地域、及び公共交通に係る重大な事

故が発生した箇所等において、緊急に実施すべき事業を迅速に立上げ、又は推進するための経費です。

『災害対策の部』と『公共交通安全対策の部』があります。 

 

 

 

平成２２年度 第１回 災害対策等緊急事業推進費 執行額 

（単位：千円） 
 

災 害 対 策 の 部（９件）   ３８９，７５０ 

公共交通安全対策の部（１件） ７９５，０００ 

合   計（１０件） １，１８４，７５０ 

 

【連絡先】 

 国土計画局調整課 

  筒井（内線29-702） 

  代表 03-5253-8111 

  直通 03-5253-8367 



〈災害対策の部〉

事業費 国費

① 海岸保全施設整備事業 日高海岸 茨城県 茨城県 日立市日高地先 120,000 60,000

河川海岸　小計 1件 120,000 60,000

河川　計 1件 120,000 60,000

② 都市公園事業 南静公園 茨城県日立市 茨城県 日立市日高町4丁目地先 60,000 30,000

③ 都市公園事業 光風台6丁目緑地 大阪府豊能町
大阪府 豊能郡豊能町
       光風台6丁目27番地の1

6,500 3,250

公園　小計 2件 66,500 33,250

都市　計 2件 66,500 33,250

④ 道路更新防災等対策事業 一般国道173号 京都府 京都府 福知山市三和町大原地内 36,000 18,000

⑤ 道路更新防災等対策事業 一般国道431号 島根県
島根県　松江市美保関町
　　　　下宇部尾地内

90,000 45,000

⑥ 道路更新防災等対策事業 一般国道500号 福岡県 福岡県　朝倉市江川地区 67,000 33,500

一般国道　小計 3件 193,000 96,500

⑦ 道路更新防災等対策事業 主要地方道岩泉平井賀普代線 岩手県
岩手県 下閉伊郡普代村第4地割
       和野山32-1地先

180,000 90,000

⑧ 道路更新防災等対策事業 主要地方道徳島上那賀線 徳島県 徳島県 那賀郡那賀町掛盤地先 120,000 60,000

平成２２年度 第１回 災害対策等緊急事業推進費　実施計画 一覧表

［金額単位：千円］

種　別
事業主体名 施行地

実施計画額

事業名

　地方道

１．河川

　河川海岸

２．都市

　公園

３．道路

　一般国道

地方道　小計 2件 300,000 150,000

道路　計 5件 493,000 246,500

⑨ 治山事業 片寄前地区 福島県
福島県 いわき市小名浜上神白字
       片寄前

100,000 50,000

治山　小計 1件 100,000 50,000

林野　計 1件 100,000 50,000

総　　計 9件 779,500 389,750

〈公共交通安全対策の部〉

事業費 国費

⑩ 航路標識整備事業 門司船舶通航信号所 国土交通省 福岡県 北九州市門司区松原 795,000 795,000

航路標識整備　小計 1件 795,000 795,000

海上保安　計 1件 795,000 795,000

総　　計 1件 795,000 795,000

　航路標識整備

種　別
事業主体名 施行地

実施計画額

事業名

１．海上保安

４．林野

　治山



事　 業 　名

事  業 主 体

施　 行　 地

事　 業　 費 120,000（千円） 国　費 60,000（千円）

内　　　　容

①　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

海岸
カ イ ガ ン

保全
ホ ゼ ン

施設
シ セ ツ

整備
セ イ ビ

事業
ジ ギ ョ ウ

（日高
ヒ ダ カ

海岸
カ イ ガ ン

）

茨城県
イ バ ラ キ ケ ン

日立市
ヒ タ チ シ

日高
ヒ ダ カ

地先
チ サ キ

平成22年4月21日、高波浪が続いたことにより、日高海岸において
崖の下部が侵食され、崖崩れが発生した。背後には市道や公園が
近接しており、今後の高波浪や風雨による再度の崩壊により、公
園利用者の転落事故、市道通行車両の事故や長期間の通行止め
が発生する危険がある。そのため、推進費を活用して緊急に消波
工を施工することで再度の崖崩れを防止し、公園利用者や交通の
安全を確保する。

茨城県
イ バ ラ キ ケ ン

1 
2 

3 

①被災状況 ③被災状況 ②被災状況 
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事　 業 　名

事  業 主 体

施　 行　 地

事　 業　 費 60,000（千円） 国　費 30,000（千円）

内　　　　容

②　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

都市公園
ト シ コ ウ エ ン

事業
ジ ギ ョ ウ

（南静
ミナミシズ

公園
コ ウ エ ン

）

茨城県
イ バ ラ キ ケ ン

日立市
ヒ タ チ シ

日高
ヒ ダ カ

町
チョウ

4丁目
チ ョ ウ メ

地先
チ サ キ

平成22年4月21日、高波浪が続いたことにより、日高海岸において
崖の下部が侵食され、崖崩れが発生した。背後には市道や公園が
近接しており、今後の高波浪や風雨による再度の崩壊により、公
園利用者の転落事故、市道通行車両の事故や長期間の通行止め
が発生する危険がある。そのため、推進費を活用して緊急に法枠
工を施工することで再度の崖崩れを防止し、公園利用者や交通の
安全を確保する。

茨城県
イ バ ラ キ ケ ン

日立市
ヒ タ チ シ
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事業計画区間 

法枠工 

A=360m2（L=45m） 

消波工 L=170m 
（県施工） 

亀裂発生箇所の状況 

凡例 
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推進費要求箇所（当年度施行） 

他事業実施箇所 
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事　 業 　名

事  業 主 体

施　 行　 地

事　 業　 費 6,500（千円） 国　費 3,250（千円）

内　　　　容

③　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

都市
ト シ

公園
コ ウ エ ン

事業
ジ ギ ョ ウ

（光風台
コ ウ フ ウ ダ イ

6丁目
チ ョ ウ メ

緑地
リ ョ ク チ

）

大阪府
オ オ サ カ フ

豊能郡
ト ヨ ノ グ ン

豊能町
ト ヨ ノ チ ョ ウ

光風台
コ ウ フ ウ ダ イ

6丁目
チ ョ ウ メ

27番地
バ ン チ

の1

平成21年8月1日～2日の豪雨により、光風台6丁目緑地の北西側
法面が崩壊した。崩壊箇所は被災直後に応急措置を行ったが、平
成22年4月の降雨により法面が変状したことから、今後、再度崩壊
する危険がある。そのため、推進費を活用して緊急に法枠工等を
施工することで再度の法面崩壊を防止し、周辺住民等の安全を確
保する。

大阪府
オ オ サ カ フ

豊能町
ト ヨ ノ チ ョ ウ

軽量法枠工 
A=156m2 

排水工 L=21.9m 

平  面  図 

位置図 

排水工 
L=21.9m 

軽量法枠工 
A=156m2 

A‐A断面図 

A 

A 

被害状況写真① 
被害状況写真② 

町道 

施行地 

凡   例 

推進費要求箇所（当年度施行） 赤 

被害状況写真① 

被害状況写真② 

事業計画区間A=156m2 



事　 業 　名

事 業 主 体 京都府
キ ョ ウ ト フ

施 　行 　地

事　 業　 費 36,000（千円） 国　費 18,000（千円）

内　　　　　 容

④　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

道路
ド ウ ロ

更新
コ ウ シ ン

防災等
ボ ウ サ イ トウ

対策
タ イ サ ク

事業
ジ ギ ョ ウ

（一般国道
イ ッ パ ン コ ク ド ウ

173号
ゴ ウ

福知山市
フ ク チ ヤ マ シ

三和町
ミ ワ チ ョ ウ

大原
オ オ バ ラ

地内
チ ナ イ

道路
ド ウ ロ

災害防除
サイ ガイ ボ ウ ジョ

）

京都府
キ ョ ウ ト フ

福知山市
フ ク チ ヤ マ シ

三和町
ミ ツ ワ チ ョ ウ

大原
オオバラ

地内
チ ナ イ

平成22年2月7日に国道173号で凍結融解により法面崩壊が発生し
た。崩壊箇所は応急復旧工事を行い、現在片側通行規制を実施し
ているが、今年度に入ってからの法面変状等からみて崩壊箇所周
辺も今後の災害で崩壊する危険があることから、推進費を活用して
緊急に法枠工等を施工することで再度の法面崩壊を防止し、交通の
安全を確保する。

被災状況① 被災状況② 

国道173号 

横断図 

国道173号 

平面図 

被災状況① 

被災状況② 

事業計画区間 

法面崩壊箇所 
事業計画区間 

凡   例 

推進費要求箇所（当年度施行） 赤 

A=673.7m2 L=40m 



事　 業 　名

事 業 主 体 島根県
シ マ ネ ケ ン

施 　行 　地

事　 業　 費 90,000（千円） 国　費 45,000（千円）

内　　　　　 容

⑤　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

道路
ド ウ ロ

更新
コ ウ シ ン

防災等
ボ ウ サ イ ト ウ

対策
タ イ サ ク

事業
ジ ギ ョ ウ

（一般国道
イ ッ パ ン コ ク ド ウ

431号
ゴ ウ

松江市
マ ツ エ シ

美保関町
ミ ホ ノ セ キ チ ョ ウ

下宇部尾
シ モ ウ ベ オ

地内
チ ナイ

道路
ド ウ ロ

災害防除
サ イ ガ イ ボ ウ ジ ョ

）

島根県
シ マ ネ ケ ン

松江市
マ ツ エ シ

美保関町
ミ ホ ノ セ キ チ ョ ウ

下宇部尾
シ モ ウ ベ オ

地内
チ ナイ

平成21年11月10日～11日の豪雨により、国道431号の法面が崩壊し
た。現在、法尻に押さえ盛土を設置して片側通行規制を行っているもの
の、今年度に入ってからの変状等からみて再度崩壊する危険がある。
そのため、推進費を活用して緊急に法枠工等を施工することで再度の
法面崩壊を防止し、交通の安全を確保する。

有働 

横断線 

国道４３１号 

押え盛土 

事業計画区間 L＝75ｍ 

押え盛土 

吹付法枠工A＝187m2 

アンカー工 N=36箇所（297m） 

排土工 V=5000m3 

横ボーリング工 N＝７本（175m） 

凡   例 

推進費要求箇所（当年度施行） 赤 

排土工 

吹付法枠工 

アンカー工 

横ボーリング工 

施行地



事　 業 　名

事 業 主 体 福岡県
フ ク オ カ ケ ン

施 　行 　地

事　 業　 費 　　　67，000（千円） 国　費 　33，500（千円）

内　　　　　 容

⑥　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

道路
ド ウ ロ

更新
コ ウ シ ン

防災等
ボ ウ サ イ ト ウ

対策
タ イ サ ク

事業
ジ ギ ョ ウ

（一般
イ ッ パ ン

国道
コ ク ド ウ

500号
ゴ ウ

朝倉市
ア サ ク ラ シ

江川
エ ガ ワ

地区
チ ク

道路
ド ウ ロ

災害
サ イ ガ イ

防除
ボ ウ ジ ョ

）

福岡県
フ ク オ カ ケ ン

朝倉市江川
ア サ ク ラ シ エ ガ ワ

地区
チ ク

平成22年4月21日～22日の豪雨により、国道500号の側面の崖が崩
壊した。崩壊箇所は応急復旧工事を行い、現在片側通行規制を行っ
ているが、崩壊箇所周辺部も含め崩壊の危険があることから、推進
費を活用して緊急に法枠工等を施工することで再度の崖崩れを防止
し、交通の安全を確保する。

法面崩壊箇所 

事業計画区間 L=100m 

凡   例 

推進費要求箇所（当年度施行） 赤 

鉄筋補強土工 

ポ ケット式落石防護網工 

仮設防護柵 

吹付法枠工 

施行地



事　 業 　名

事 業 主 体 岩手県
イ ワ テ ケ ン

施 　行 　地

事　 業　 費 180,000（千円） 国　費 90,000（千円）

内　　　　　 容

⑦　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

道路
ド ウ ロ

更新
コ ウ シ ン

防災
ボ ウ サイ

等
ト ウ

対策
タ イ サ ク

事業
ジ ギ ョ ウ

（主要
シ ュ ヨ ウ

地方道
チ ホ ウ ド ウ

岩泉
イ ワイ ズミ

平井賀
ヒ ラ イ ガ

普代線
フ ダ イ セ ン

和野
ワ ノ

山
ヤ マ

地区
チ ク

道路
ド ウ ロ

災害
サ イ ガイ

防除
ボ ウ ジョ

）

岩手県
イ ワ テ ケ ン

下閉伊郡
シ モ ヘ イ グ ン

普代村
フ ダ イ ム ラ

第
ダ イ

4地割
チ ワ リ

和野山
ワ ノ ヤ マ

32-1地
チ

先
サ キ

平成22年5月26日に、主要地方道岩泉平井賀普代線で道路法
面崩壊による土砂流出が発生した。崩壊法面及び周辺部は不
安定な状態にあり、今後の災害で再度崩壊する危険がある。
推進費を活用して緊急に法枠工等を施工することで再度の法
面崩壊を防止し、交通の安全を確保する。

被災状況写真 

位置図 

平面図 

断面図 

崩落箇所 

施行地 

凡   例 

推進費要求箇所（当年度施行） 赤 

事業計画区間 L=60m 

被災状況

写真 

盛岡市 

普代村 

A‐A断面 



事　 業 　名

事  業 主 体

施　 行　 地

事　 業　 費 120,000（千円） 国　費 60,000（千円）

内　　　　容

⑧　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

道路
ド ウ ロ

更新
コ ウ シ ン

防災
ボ ウ サ イ

等
ト ウ

対策
タ イ サ ク

事業
ジ ギ ョ ウ

（主要
シ ュ ヨ ウ

地方
チ ホ ウ

道
ド ウ

徳島
ト ク シ マ

上那賀
カ ミ ナ カ

線
セ ン

掛盤
カ ケ バ ン

地区
チ ク

道路
ド ウ ロ

災害
サ イ ガ イ

防除
ボ ウ ジ ョ

）

徳島県
ト ク シ マ ケ ン

那賀郡
ナ カ グ ン

那賀町
ナ カ チ ョ ウ

掛盤
カ ケ バ ン

地
チ

先
サ キ

平成22年3月5日に、主要地方道徳島上那賀線掛盤地区で、道路
上方の斜面崩壊により落石が発生した。斜面上には不安定な岩塊
や転石が存在し、再度落石が発生する危険がある。推進費を活用
して緊急に落石対策工事を実施することで再度の落石を防止し、
交通の安全を確保する。

徳島県
ト ク シ マ ケ ン

位置図 

徳島県 

平面図 

被災状況 被災状況

凡   例 

推進費要求箇所（当年度施行） 赤 
施行地 

事業計画区間 L=50m 

除去工 

N=11箇所 

V=13m3 



事　 業 　名

事  業 主 体

施　 行　 地

事　 業　 費 100,000（千円） 国　費 50,000（千円）

内　　　　容

⑨　災害対策等緊急事業推進費（災害対策の部）

治山
チ サ ン

事業
ジ ギ ョ ウ

（片寄前地区
カ タ ヨ セ マ エ チ ク

）

福島県
フ ク シ マ ケ ン

いわき市
シ

小名浜
オ ナ ハ マ

上神白
カ ミ カ ジ ロ

字
ア ザ

片寄
カ タ ヨ セ

前
マ エ

平成22年4月28日、雨量が180mm／日の豪雨により福島県いわき
市の山腹が崩壊し、家屋等が倒壊した。今後、さらなる山腹崩壊の
恐れがあり、新たに住宅の倒壊や市道への土砂流入が発生する
危険がある。そのため、推進費を活用して緊急に治山事業を立ち
上げ、排土工、法面工により再度災害の防止を図る。

福島県
フ ク シ マ ケ ン

② 
 

③ 
 

凡   例 

推進費要求箇所（当年度施行） 赤 

平 面 図 

位 置 図 

家屋倒壊状況 山腹内クラック状況 

アンカ ー工 

植生基材吹付工 

法枠工 
崩壊後地形線 

崩壊前地形線 

断 面 図 

市道 
諏訪町・上神白線 



事　 業 　名

事 業 主 体 国土交通省
コ ク ド コ ウ ツ ウ シ ョ ウ

施 　行 　地

事　 業　 費 795,000（千円） 国　費 795,000（千円）

内　　　　　 容

⑩　災害対策等緊急事業推進費（公共交通安全対策の部）

航路
コ ウ ロ

標識
ヒョ ウ シキ

整備
セ イ ビ

事業
ジ ギ ョ ウ

（門司
モ ジ

船舶
セ ン パ ク

通航
ツ ウ コ ウ

信号所
シ ン ゴ ウ シ ョ

）

福岡県
フ ク オ カ ケ ン

北九州市
キタ キュ ウ シ ュ ウ シ

門司
モ ジ

区
ク

松原
マ ツ バ ラ

2－10－11

平成21年10月に関門海峡で護衛艦とコンテナ船の衝突事故が発生し、
負傷者6名及び約5時間の航行禁止という甚大な被害が生じた。また、
同海峡の事故現場付近で、夜間及び急激な進路変化という同様の状
況下において、平成22年2月に貨物船同士の衝突事故及び平成22年5
月に貨物船乗揚事故が発生した。そこで、本推進費を活用し、急激な進
路変化への対応や夜間視認性能の向上のためのレーダー処理システ
ム等の高度化を行い、船舶事故の再発を防止する。

凡   例 

推進費要求箇所（当年度施行） 赤 

門司船舶通航信号所 

○映像処理性能の向上 
 
船舶位置と画面表示を一致させ、急

激な船舶の動きに迅速に対応すること

で、事故を回避 

現状  高度化後 

○夜間視認性能の向上 

 

夜間における船名・船形・色の確

認及び周辺の航行状況が把握可能

となることで、適切かつ詳細な情

報提供により、事故を回避 

現状  整備後 

平成21年10月27日19:56頃 

護衛艦とコンテナ船の衝突事故 

（負傷者６名、両船舶損傷、 

 約５時間の航行禁止） 

平成22年2月13日7:40頃 

貨物船同士の衝突事故 

（両船舶損傷、一方の船員全員救助） 

平成22年5月1日20:00頃 

貨物船の乗揚事故 

（船舶損傷、公園に50mまで接近） 

関門航路 

関門橋 

実際の船舶位置と画面

表示がずれている 

実際の船舶位置と画面

表示がほぼ一致 

【 凡 例 】 
 

    実際の船舶位置 
 

    映像上の位置、 

    進行方向、船舶 

    の速度 




